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教 授： 曽根 秀昭、 准教授： 水木 敬明

研究目的

主な研究テーマ

ネットワークの基礎研究、並びに、
TAINS（東北大学総合情報ネットワーク

システム）の整備、安定した運用管理、
及び有効利用のために必要な技術の研究
開発に取り組んでいます。

1.情報ネットワークの環境電磁工学（ＥＭＣ）に関わる信頼性

評価および計測方式

情報ネットワークシステムにおいて，電
磁ノイズによる妨害のために情報伝送の
信頼性が損なわれることがあります。

電磁妨害の抑制のために，放電や接触障
害などの発生源と伝送ケーブルなどの伝
搬路の現象を調査し，信頼性評価と計測
方式を研究しています。

曽根・水木研究室 http://www.tains.tohoku.ac.jp/netlab/



3.ネットワークにおける情報保護、秘密共有および安全計算に

関わる基礎理論

情報ネットワークシステムにおいて，セ
キュリティ確保の問題は極めて重要であ
り，セキュリティ確保のために広く利用
されつつある暗号について，基礎的研究
をしています。

無制限の計算能力をもつ盗聴者に対して
も安全な暗号系の構築を目指し，実現が
可能なための条件の解明などが検討課題
です。

2.大規模・広域かつ超高速ネットワークの運用と応用における

基盤技術

大規模・広域かつ超高速のネットワークを効
果的で効率的に運用し応用するためのアプリ
ケーション指向型運用管理技術について，分
散処理，多地点配信，情報収集統合化などの
システムを開発し運用する実証的研究をして
います。

また，ネットワークの運用管理と情報倫理の
問題について，制度的措置と運用支援技術に
関する研究を行っています。

曽根・水木研究室 http://www.tains.tohoku.ac.jp/netlab/
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盗聴者

事前フェーズ

部分漏洩鍵共有グラフ

より安全な鍵の共有

グループ内での
秘密共有

事前に様々な方法を用いて秘密鍵を共有
しておく．（例えば、寝ている間や、モバイ
ル端末同士が物理的に近くにあるときな
ど。）
ただし，たまたま盗聴が行われ，かつ解読
されてしまった場合には，その鍵は盗聴者
に知られてしまうと仮定する。

事前フェーズで共有した鍵をグラフで表現する。
部分的に盗聴者に鍵を知られている状況を確率
分布で表す。
（数値は，盗聴者による漏洩確率を表す．）

Diffie-Hellman

電子メール

RSA暗号

部分的に漏洩している秘密鍵を使って，
より安全な共有鍵の作成やグループ内
での秘密共有が行えるプロトコルを実行
する。

利用フェーズ

急なプロジェクト
の発生

緊急な密談
の発生
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